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佛
敖
音
樂
の
綜
合
的
考
察
並
に
確
立
へ
の
道
程
に
就
て
豊
郷
清
圓
音
樂
の
起
源
は
原
始
人
が
あ
ら
ゆ
る
現
象
へ
起
し
た
感
情
に
結
合
し
た
、
不
完
全
の
言
語
の
訟
表
方
法
で
あ
ら
ふ
が
、
一佛
歡
音
樂
の
起
源
な
る
も
の
は
相
當
發
逹
し
た
吠
陀
音
樂
が
、
對
瓧
會
的
に
教
團
的
宗
教
禮
拜
、
即
ち
教
曾
内
の
宗
教
感
情
の
統
一
を
豫
想
し
た
る
所
産
で
あ
る
。
即
ち
プ
ラ
ツ
ト
が
宗
教
音
樂
を
分
類
し
た
様
に
儀
禮
・こ
、
宗
教
的
修
養
・こ
、
そ
う
し
て
憊
道
上
必
要
で
あ
る
こ
ーこ
が
や
は
り
吾
が
佛
教
昔
樂
を
も
造
り
出
し
た
の
で
あ
ら
ふ
。
佛
教
が
隆
え
た
こ
ε
は
勿
論
教
理
に
も
依
る
で
あ
ら
ふ
が
、
そ
の
傳
布
形
式
よ
り
見
れ
ば
教
理
の
み
の
佛
教
な
ら
多
分
.
印
度
哲
學
ノ
史
の
一
章
を
飾
る
に
す
ぎ
な
か
つ
た
で
あ
ら
ふ
。
恰
度
グ
リ
ゴ
リ
ヤ
ン
聖
咏
な
く
て
は
ク
リ
ス
ト
教
の
傳
布
が
Tな
か
つ
た
こ
ε
く
、
佛
r
教
に
そ
の
音
樂
、
プ
ラ
ツ
ト
形
式
の
昔
樂
が
な
か
つ
た
な
ら
佛
教
の
普
及
も
甚
だ
怪
し
い
程
佛
教
、こ
し
て
の
昔
樂
は
不
可
缺
な
も
の
で
あ
る
。
併
し
そ
の
音
樂
は
當
時
の
最
も
發
逹
し
た
ガ
ン
ダ
ー
ラ
昔
樂
を
佛
教
が
取
り
入
れ
て
、
三
國
各
力
民
族
化
し
技
巧
發
逹
せ
し
め
て
佛
教
宣
傳
に
力
あ
ら
し
め
た
が
、
そ
の
尨
大
な
佛
教
昔
樂
を
此
處
に
限
定
述
す
る
こ
ε
は
出
來
な
い
。
即
ち
佛
教
ε
し
て
の
普
樂
美
學
ε
か
樂
式
論
こ
か
經
典
中
の
修
辭
要
素
ε
し
て
の
音
樂
、
な
ら
び
に
そ
の
地
歴
學
に
迄
及
す
こ
ε
は
餘
り
廣
範
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
i
1
　J
1
一
三
二
仍
て
本
稿
は
吾
が
國
を
中
少
こ
し
て
直
接
關
係
あ
る
佛
教
音
樂
を
二
三
梗
概
述
す
る
迄
の
こ
Σ
で
あ
る
。
第
一
聲
明
書
樂
一
、
聲
明
義
聲
明
を
語
源
的
に
し
ら
べ
る
ーこ
、
修
辭
學
、
文
法
學
、
訓
古
學
等
の
文
學
的
意
で
所
謂
五
明
の
一
・こ
云
.勘
意
で
あ
る
が
善
逋
は
佛
教
.
儀
禮
上
の
聲
樂
で
あ
り
、
梵
唄
・こ
呼
ぶ
も
の
で
あ
る
。
梵
讃
、
和
讃
、
漢
讃
は
聲
明
の
種
類
で
あ
る
Q
聲
明
義
を
出
曜
律
儀
に
は
止
息
、
止
斷
.こ
す
る
如
く
三
昧
で
あ
り
、
成
佛
の
業
で
あ
る
。
同
樣
に
密
教
で
は
三
密
瑜
伽
の
行
業
ε
し
我
宗
で
は
讃
嘆
供
養
行
こ
し
て
ゐ
る
毒
明
源
流
記
(佛
教
全
書
、
傳
記
叢
書
二
百
九
十
一
頁
)
に
は
昔
樂
-・」
し
て
の
聲
明
を
略
約
述
し
て
居
、
彰
二
穩
・
幽
類
「な
る
意
義
を
附
し
て
ゐ
る
。
斯
く
聲
明
は
單
な
る
音
樂
の
意
に
止
ま
ら
な
い
で
宗
教
で
あ
り
藝
術
な
の
で
あ
る
。
扨
て
印
度
に
沿
革
を
求
め
て
四
吠
陀
を
參
照
す
れ
ば
、
リ
グ
吠
陀
は
最
古
の
讃
頌
歌
詩
集
で
あ
り
、
サ
ー
マ
吠
陀
は
此
を
甲
乙
長
短
に
詠
じ
た
る
音
樂
詩
集
で
あ
る
。
併
し
バ
ラ
モ
ン
の
出
現
か
ら
リ
シ
な
る
階
級
的
祭
祀
者
は
此
に
代
り
彼
等
は
此
を
發
逹
せ
し
め
合
唱
險
も
數
百
數
千
人
で
唱
和
さ
れ
た
。
佛
教
聲
明
は
實
に
此
等
の
繼
紹
で
あ
り
、
そ
の
起
源
は
此
處
に
あ
る
の
で
あ
る
。
當
時
佛
教
聲
明
は
曁
四
犠
が
宗
教
的
陶
滄
用
ひ
ら
れ
て
ゐ
た
こ
ぐ、が
金
剛
轟
鷺
經
に
あ
る
し
、
梵
摩
喩
經
(
一
切
經
阿
含
部
、
第
六
、
四
〇
頁
)
や
本
部
に
は
饗
の
聲
墾
讃
へ
て
ゐ
る
し
、
+
誦
律
(縮
大
藏
經
十
七
)
に
は
饗
が
聲
明
を
付
響
れ
た
文
が
あ
ゐ
。
佛
滅
後
、
馬
鳴
の
「
佛
所
行
讃
」
(縮
大
藏
、
第
二
十
六
套
七
)
は
佛
懿
上
、
姦
の
音
樂
的
作
品
で
あ
り
、
金
剛
頂
經
義
訣
(齷
臓
毟
+
)
に
は
龍
師
も
金
剛
謀
の
讃
を
傳
へ
金
剛
智
、
不
室
等
に
よ
り
支
那
に
入
つ
た
。
支
那
蜂
明
傳
來
は
經
律
等
の
譯
出
よ
り
お
く
れ
、
そ
の
多
く
は
歸
化
信
か
ら
自
然
に
習
得
し
た
の
で
あ
る
が
、
か
の
陳
思
王
曹
植
が
梵
曲
を
譜
化
し
魚
山
梵
唄
の
基
を
造
つ
た
こ
ε
を
始
め
ーこ
す
る
。
か
く
て
三
國
時
代
に
支
謙
、
康
信
鎧
あ
り
、
此
等
は
譯
經
-こ
共
に
聲
明
傳
授
を
し
た
歸
化
僭
で
あ
つ
た
。
や
が
て
支
那
に
念
佛
思
想
の
起
る
、こ
共
に
慧
遠
の
白
蓮
瓧
や
、
善
導
大
師
の
往
生
禮
讃
の
行
儀
念
佛
、
法
照
の
五
會
昔
聲
作
制
等
注
意
す
可
き
こ
ーこ
が
多
い
。
爾
淨
土
教
聲
明
の
他
に
密
教
聲
明
あ
り
、
即
ち
善
無
畏
、
金
剛
智
、
不
塞
よ
の
傳
來
さ
れ
、
此
等
は
吾
が
入
唐
信
の
慈
光
、
筌
襠
、
最
澄
、
智
證
等
に
相
承
さ
れ
た
が
當
牌
の
聲
明
は
蓋
し
淨
土
、
密
教
の
互
に
融
和
し
た
顯
密
聲
明
な
の
で
あ
つ
た
。
鵬
教
東
漸
、こ
共
に
聲
明
も
我
國
に
入
つ
た
。
當
昧
菩
提
遷
那
、
佛
哲
、
道
榮
等
の
歸
化
僣
は
梵
唄
家
で
あ
つ
た
こ
ご
や
、
又
元
亨
釋
書
(佛
全
三
、
五
十
五
頁
)
に
延
竺
年
勉
の
梵
唄
を
警
れ
藷
勅
が
出
て
ゐ
る
ミ
等
は
奈
良
朝
に
於
け
る
聲
明
の
歌
態
が
如
何
薩
盛
で
あ
つ
た
か
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。
併
し
此
等
は
支
那
聲
明
が
そ
の
ま
・
日
本
に
傳
來
さ
れ
た
も
の
で
、
多
紀
氏
は
當
時
の
聲
明
を
分
類
し
て
次
の
如
く
示
さ
れ
て
ゐ
る
。
1
印
度
聲
明
-
印
度
系
-
渡
來
僭
(懺
法
)
密
歡
聲
明
ー
南
天
系
ー
龍
樹
(
密
教
)
梵
天
魚
山
聲
明
i
支
那
系
～
曹
植
(
顯
教
)
淨
土
聲
明
ー
極
樂
系
ー
法
照
(
引
聲
)
1
顯
教
聲
明
-
都
牽
系
t
實
忠
(
悔
過
)
要
す
る
に
此
等
が
日
本
聲
明
で
あ
り
そ
の
内
魚
山
聲
明
は
今
日
の
淨
土
宗
、
禪
宗
、
日
蓮
宗
、
鬯譽
冨
宗
の
根
本
系
統
で
あ
る
。
1
1
t
l
l
t
i
ご
二
四
(
我
宗
の
聲
明
は
か
の
隹
蓮
自
筆
の
梅
怛
梨
耶
聲
明
本
等
も
魚
山
の
博
士
そ
の
ま
玉
で
あ
り
.
後
世
の
潜
上
券
聲
明
も
勿
論
謠
曲
、
密
宗
聲
明
の
併
用
で
は
あ
る
が
、
博
士
比
較
上
明
か
に
天
台
聲
明
が
骨
組
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
無
論
天
台
聲
明
と
は
上
表
の
密
宗
系
と
引
聲
顯
教
の
兩
系
を
汲
ん
で
臨
ゐ
る
。
)
吾
入
は
此
の
項
に
於
て
聲
明
音
律
や
そ
の
形
式
「
序
聞
、
定
曲
、
倶
曲
、
破
曲
」
並
び
に
そ
の
樂
譜
「
博
士
」
等
に
=
言
し
た
い
の
で
あ
る
が
上
述
の
如
く
省
略
す
る
事
に
し
た
。
二
、
天
台
聲
明
天
台
聲
明
は
樽
教
-こ
慈
覺
の
所
傳
で
あ
り
、
傳
教
が
聲
明
に
重
き
を
お
い
て
ゐ
る
の
は
「鎭
將
夜
叉
私
記
」
「
祕
藏
記
」
等
の
著
述
や
灌
頂
聲
明
の
相
傳
や
亦
四
箇
法
要
修
行
等
に
よ
つ
て
解
か
る
。
今
こ
そ
南
北
聲
明
は
相
違
し
て
ゐ
る
が
、
此
の
當
時
は
全
く
同
じ
で
相
互
に
影
響
し
つ
・
今
日
に
至
つ
た
こ
ε
は
四
箇
法
要
義
の
變
邏
に
よ
つ
て
も
知
ら
れ
る
。
扨
て
慈
覺
は
そ
の
蓍
入
唐
求
法
巡
禮
行
記
卷
慟只
鑾
攣
傳
)
寛
る
轟
は
各
國
で
聲
明
講
式
斎
究
さ
れ
て
ゐ
る
ミ
や
、
叉
四
種
三
昧
院
の
建
立
や
、
そ
の
事
蹟
か
ら
し
て
、
聲
明
、
法
式
中
心
に
あ
つ
た
事
を
知
る
。
師
の
聲
明
は
引
聲
念
佛
で
あ
り
、
又
そ
の
弟
子
も
多
か
つ
た
が
師
は
此
を
智
證
に
傳
へ
、
相
應
淨
藏
、
良
源
、
源
信
等
を
經
て
第
九
代
良
忍
に
至
る
。良
源
の
弟
子
源
信
は
「
什
五
三
昧
」
(佛
教
全
書
川
一
、
二
百
廿
頁
)
の
作
者
で
あ
つ
て
、
六
道
の
鼕
吝
綴
り
、
訓
讀
化
し
、
以
て
作
譜
し
て
眞
俗
鏖
、
ω
念
佛
儀
式
、・、
さ
れ
又
天
台
大
師
和
讃
、
極
樂
和
讃
、
來
迎
和
讃
等
聲
瞿
關
し
砦
も
の
多
い
。
(鑄
董
良
忍
は
天
台
聲
明
の
中
興
で
あ
り
、
凝
念
は
そ
の
徳
を
「
聲
明
源
流
記
」
(鑾
ガ
誰
叢
)
に
讃
へ
て
ゐ
る
。
良
怨
は
後
融
通
念
佛
宗
鷸
き
、
裂
念
佛
を
以
て
弘
逋
し
、
承
徳
二
年
大
原
の
里
に
來
迎
院
を
建
て
・
後
世
迄
聲
明
血
脈
相
承
の
地
、こ
な
つ
た
。
良
忍
は
聲
明
音
符
即
ち
博
士
を
造
り
聲
明
界
の
一
轉
機
軸
で
あ
つ
た
。
か
く
て
良
忍
よ
り
家
寛
に
相
傳
し
、
家
寛
は
後
白
河
院
の
習
學
の
師
-こ
な
り
叉
當
時
よ
り
宮
中
御
懺
講
も
始
ま
つ
た
の
で
多
く
此
等
に
力
を
注
い
だ
。
家
寛
の
門
下
は
智
俊
を
經
て
そ
の
弟
チ
に
堪
聟
こ
淨
心
あ
り
、
保
守
派
-こ
改
革
派
に
分
れ
た
。
淨
心
は
師
読
を
重
ん
じ
て
保
守
派
を
代
表
し
、
叉
弟
子
も
多
か
つ
た
。
併
し
堪
智
は
聰
敏
に
し
て
管
絃
、
打
物
、
吾
樂
悉
毫
等
を
聲
明
に
及
し
、
「聲
明
目
銘
」
、
「
聲
明
用
心
集
」
を
著
し
、
聲
明
成
佛
を
諡
い
た
人
で
、
今
日
天
台
聲
明
は
此
の
流
れ
を
汲
ん
で
ゐ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
門
下
の
讚
岐
法
印
は
「
魚
山
目
録
」
を
作
制
し
天
台
聲
明
を
大
成
し
た
人
で
あ
り
、
亦
そ
の
弟
子
に
俊
徳
が
踵
出
し
て
ゐ
る
。
真
淵
は
來
迎
院
に
あ
り
、
實
弟
の
教
性
は
勝
林
院
に
住
し
、
後
世
大
原
の
二
流
・こ
成
の
、
豈
n淵
門
下
か
ら
覺
澄
を
經
て
良
雄
く」坎
第
す
る
や
、
師
は
大
原
寺
務
を
掌
り
、
當
時
勝
林
院
が
正
燈
傳
持
さ
れ
て
ゐ
る
の
に
、
夾
迎
院
は
異
亂
生
じ
克
ち
で
あ
つ
た
の
を
、
舊
に
復
し
、
爾
來
兩
院
は
聲
明
研
究
、
内
裏
御
懺
法
講
に
參
じ
、
叡
山
・こ
結
は
れ
そ
の
法
縁
は
現
世
に
及
ぶ
。
良
雄
は
淨
蓮
華
院
に
住
し
、
聲
道
々
瘍
こ
し
て
聲
哲
を
輩
出
し
て
ゐ
る
。
近
く
は
宗
淵
の
「
魚
山
叢
書
臼
帖
」
秀
雄
の
多
く
の
昔
律
註
譯
書
等
々
、
實
に
魚
山
聲
明
は
密
教
聲
明
ε
共
に
佛
教
昔
樂
の
中
心
で
あ
る
。
蕕
こ
の
聲
明
は
邦
樂
史
上
影
響
尠
な
か
ら
す
、
徳
川
國
民
音
樂
の
確
立
も
叉
此
の
流
れ
の
轉
化
に
す
ぎ
な
い
。
三
b
眞
言
聲
明
眞
言
の
聲
明
は
弘
法
大
師
に
起
因
す
る
。
大
師
の
聲
明
は
三
蔆
人
の
掣
、
そ
の
著
三
業
+
條
義
L
(弘
法
大
師
全
集
十
一
、
二
入
五
頁
)
に
よ
つ
て
廣
義
の
聲
明
で
あ
る
を
知
る
。
併
し
そ
れ
等
に
含
ま
る
梵
唄
に
大
師
が
力
を
入
れ
ら
れ
た
こ
ε
も
解
か
る
が
大
師
が
聲
明
中
心
の
法
會
を
修
せ
ら
れ
て
ゐ
た
事
か
ら
大
師
自
身
が
一
面
梵
唄
で
あ
る
こ
ε
が
考
へ
ら
れ
る
譯
で
あ
る
。
大
師
は
此
を
眞
雅
僭
正
に
傳
へ
ら
れ
た
。
當
時
は
仁
明
天
皇
の
承
和
+
三
年
に
勅
あ
つ
て
全
國
の
國
分
寺
に
毎
年
十
こ
月
中
旬
佛
名
會
な
る
三
畫
夜
聲
明
を
勤
行
せ
し
め
給
一
ミ
五
一
三
六
鳶
蓼
て
聲
明
は
諸
國
蠱
に
弘
ま
つ
た
。
(紀
伊
續
風
土
記
四
、
四
七
頁
以
下
)眞
雅
よ
り
源
仁
を
經
て
簷
笈
ぶ
。
こ
れ
廣
澤
の
本
覺
大
師
で
あ
る
。
そ
の
後
神
日
、
寛
塞
を
經
て
宇
多
天
皇
の
御
孫
,
廣
澤
遍
照
寺
の
寛
朝
大
僧
正
に
至
る
。
寛
朝
檜
正
は
一
律
上
人
に
從
ひ
t
音
律
を
正
し
、
諸
憐
式
を
整
頓
し
、
修
學
段
階
を
制
し
て
聲
明
講
學
の
清
軌
を
定
め
ら
れ
た
こ
ご
が
「
密
宗
聲
明
系
譜
」
に
あ
る
。
獪
信
正
は
古
式
の
眞
言
聲
明
符
の
作
者
で
あ
る
ε
云
は
れ
て
ゐ
る
。
此
の
流
れ
は
仁
和
寺
の
聲
明
系
統
で
あ
る
。
本
覺
大
師
は
他
に
醍
醐
聖
寶
院
の
理
源
に
傳
へ
て
醍
醐
流
を
築
い
た
。
又
大
和
の
中
の
川
、
成
身
院
の
宗
觀
は
醍
醐
流
よ
り
分
汲
し
た
聲
明
を
良
く
し
、
大
進
上
人
・こ
稱
し
た
。
そ
の
弟
.+
觀
驗
は
此
を
傳
へ
て
進
流
ε
し
ヒ
。
蓋
し
此
の
三
流
は
覺
性
法
親
王
が
仁
和
寺
で
多
く
の
聲
哲
.こ
各
流
を
校
正
し
て
三
流
を
以
て
正
流
で
あ
る
、こ
定
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
故
に
そ
の
樂
譜
も
仁
和
流
は
琴
譜
を
、
後
二
者
は
横
笛
譜
を
用
ひ
て
明
確
に
區
別
し
混
然
で
あ
つ
九
聲
明
界
は
整
規
さ
れ
た
。
進
流
は
慈
業
の
頃
、
勝
心
の
力
に
よ
り
、
高
野
山
に
招
請
さ
れ
た
。
か
つ
て
勝
心
の
聲
明
は
野
山
の
東
南
院
に
一
流
を
起
し
て
ゐ
た
が
逕
流
正
統
派
が
此
に
代
つ
て
隆
へ
た
の
で
あ
る
。
隆
然
に
至
つ
て
古
代
の
樂
譜
を
止
め
、
以
て
彼
は
五
音
譜
を
作
の
代
々
袈
の
中
心
妄
つ
た
。
(密
宗
聲
明
系
譜
、
眞
源
作
參
照
)
教
如
上
入
著
「
新
義
聲
明
大
典
」
に
よ
る
に
そ
の
後
鎌
倉
階
代
の
中
頃
、
正
應
年
間
に
藾
瑜
信
正
が
高
野
山
よ
り
分
れ
、
根
來
山
に
移
り
、
や
が
て
醍
醐
佳
山
規
か
制
規
さ
れ
て
以
來
、
新
義
眞
言
ω
歡
風
か
起
り
、
か
く
て
新
義
聲
明
が
弘
ま
つ
た
。
併
し
此
等
は
智
山
派
・こ
豊
山
派
に
分
れ
て
今
日
に
及
ん
で
ゐ
る
。
(和
讃
、
碩
歌
、
詠
歌
等
は
聲
明
が
日
本
化
し
た
も
の
で
短
讃
と
し
て
最
初
の
試
み
は
空
海
の
い
ろ
は
歌
で
あ
っ
た
。
教
化
、
巡
禮
歌
、
講
式
聲
歌
、
併
し
多
量
の
作
品
が
あ
る
が
音
樂
と
し
て
は
只
甲
乙
抑
揚
を
聲
明
に
模
し
た
の
み
で
む
し
ろ
丈
學
的
で
あ
る
。
仍
つ
て
曲
想
に
於
て
聲
明
の
轉
化
又
は
民
族
化
と
し
て
此
處
に
述
べ
な
い
が
吾
が
佛
教
音
樂
に
及
す
こ
と
又
大
き
い
も
の
が
あ
る
を
知
る
の
で
あ
る
)
第
二
、
聲
明
外
の
書
樂
一
、
林
邑
樂
及
び
舞
樂
雅
樂
が
佛
教
音
樂
-こ
關
係
の
あ
る
こ
哂こ
は
只
當
時
佛
教
輸
入
の
ε
き
ーこ
同
時
代
に
、
雅
樂
移
入
に
僣
侶
が
力
を
つ
く
し
た
迄
の
こ
ε
で
あ
つ
て
佛
教
の
た
め
に
作
ら
れ
た
も
の
は
全
く
な
い
。
例
へ
ば
大
佛
開
眼
式
の
・こ
き
、
大
夲
樂
を
用
ひ
、
叉
佛
事
に
そ
の゚
後
も
奏
し
て
ゐ
る
が
、
こ
れ
は
宮
中
の
御
遊
宴
用
の
も
の
で
、
佛
教
、こ
無
關
係
で
あ
る
。
佛
教
か
關
係
を
有
す
る
の
は
林
邑
樂
の
み
で
あ
る
。
無
論
「
過
去
現
在
因
毳
」
(卍
藏
經
十
四
套
、
第
三
)
に
は
雅
樂
が
佛
教
藺
聯
的
に
用
び
ら
れ
を
碁
解
る
が
、
我
が
國
で
は
箋
昧
代
に
樂
制
改
革
を
見
て
か
ち
佛
教
昔
樂
ε
し
て
の
雅
本
は
上
述
よ
り
爾
不
適
當
に
な
つ
て
、
當
時
の
作
曲
「
河
南
浦
」
執
興
幅
寺
の
常
樂
曾
に
奏
せ
ら
れ
て
は
ゐ
る
が
、
面
白
い
か
ら
夷
し
た
の
で
、
不
適
當
は
言
ふ
を
俟
九
な
い
。
扨
て
林
邑
は
當
時
は
榮
え
た
國
で
今
は
シ
ヤ
ム
ε
印
度
支
那
の
間
に
あ
ゐ
。
此
の
國
の
音
樂
が
全
國
の
僭
、
佛
哲
に
依
つ
て
我
國
に
傳
來
し
た
の
は
「
菩
薩
」
、
「
加
陵
頻
」
、
「
安
摩
ニ
ノ
舞
」
、
「蘭
陵
王
」
、
「倍
臚
」
、
「
叛
頭
」
、
「
胡
飮
酒
」
の
七
樂
、こ
吾
國
で
大
成
し
た
「
萬
秋
樂
」
-こ
併
せ
て
林
邑
八
樂
・こ
稱
せ
ら
る
も
の
で
あ
る
。
當
時
林
邑
は
佛
教
藝
術
が
印
度
よ
り
排
外
さ
れ
て
移
つ
て
來
九
一
部
分
で
あ
つ
た
。
故
に
此
等
は
原
始
佛
教
神
話
に
基
い
た
印
度
劇
で
阿
育
王
よ
り
戒
日
王
迄
の
作
品
で
あ
る
。
併
し
我
國
に
傳
來
さ
れ
た
も
の
は
本
來
の
假
面
も
樂
器
も
用
ひ
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
つ
て
、
假
面
も
日
本
的
で
あ
り
、
樂
器
も
純
支
那
的
で
あ
る
。
當
時
の
諸
樂
器
が
正
倉
院
や
法
隆
寺
に
保
存
さ
れ
て
ゐ
る
の
に
林
邑
樂
器
の
み
見
あ
た
ら
な
い
の
は
此
等
が
劇
-こ
一
緒
に
傳
へ
ら
れ
な
か
つ
た
か
ら
で
あ
る
。
辱此
の
諤
は
傳
読
堕
、
あ
る
が
元
毒
纛
記
鼕
(謹
漏
室.)
に
よ
を
佛
哲
が
臻
探
取
に
南
海
に
出
蠢
破
芸
を
、
當
時
佛
教
を
東
に
求
め
て
航
海
し
て
ゐ
た
バ
ラ
モ
ン
僭
正
に
助
け
ら
れ
て
終
・
日
本
に
來
た
・こ
云
ふ
の
で
あ
る
。
併
し
彼
は
相
當
の
音
樂
一
三
七
一
三
入
素
要
を
有
し
て
ゐ
た
、こ
見
え
て
、
不
容
易
な
印
度
音
樂
を
支
那
昔
樂
化
し
た
が
、
藁
意
な
き
ケ
嘆
き
、
仍
つ
て
舞
樂
に
重
き
を
お
い
た
扨
て
林
邑
八
樂
中
「
菩
薩
」
は
佛
教
儀
式
的
の
も
の
で
あ
つ
た
か
ら
雅
樂
か
ら
は
な
れ
て
滅
ひ
て
し
ま
つ
た
。
「加
陵
頻
」
、
「
胡
蝶
」
ナ
　
シ
ズ
ム
の
答
舞
は
戒
目
王
作
の
「龍
王
の
喜
び
」
な
る
佛
教
歌
劇
の
一
部
分
で
あ
ら
ふ
・こ
高
楠
博
士
は
{、奈
良
朝
の
普
樂
殊
に
林
邑
八
樂
に
就
い
て
」
(史
學
雜
誌
第
入
編
三
)云
つ
て
ゐ
る
。
「
倍
臚
」
、
晏
摩
L
も
印
度
縫
で
前
者
は
戰
陣
の
舞
で
あ
る
。
「鑁
王
」
は
支
那
の
蘭
鑿
入
陳
の
事
蹟
劇
で
「
胡
飮
酒
」
ε
共
に
西
藏
、
ビ
ル
マ
方
面
の
舞
樂
ら
し
い
。
寺
院
で
は
上
逋
の
八
樂
の
他
、
唐
樂
、
高
麗
樂
も
奏
で
ら
れ
た
。
こ
れ
は
李
安
朝
の
樂
制
が
番
舞
を
必
要
こ
し
た
こ
,こ
か
ら
組
合
せ
、こ
し
て
用
ひ
た
の
で
あ
る
。
祕
佛
混
交
は
實
に
雅
樂
に
於
て
復
雜
化
し
「
十
天
樂
」
が
供
養
に
「
竹
林
院
」
が
葬
儀
に
用
ひ
ら
る
等
、
實
に
そ
の
範
圍
が
解
ら
な
く
な
つ
九
。
天
王
寺
は
聖
徳
太
子
昧
代
か
ら
專
屬
樂
人
が
あ
つ
て
隆
盛
で
あ
つ
た
が
、
幕
末
頃
俄
然
衰
へ
て
し
ま
つ
た
が
明
治
初
年
よ
の
復
古
し
た
。大
和
の
法
隆
寺
で
は
推
古
天
皇
の
頃
よ
り
雅
樂
が
あ
つ
た
。
こ
れ
は
春
日
舞
樂
ご
混
じ
て
奈
良
派
樂
人
を
な
し
た
。
こ
の
樂
人
は
春
日
瀞
瓧
、
東
大
寺
、
法
隆
寺
等
の
樂
司
で
あ
り
、
後
世
多
く
分
家
し
て
ゐ
る
。
此
の
外
.
名
古
屋
の
眞
宗
別
院
で
は
雅
樂
の
名
人
を
古
來
出
し
て
㌣
日
に
及
ん
で
ゐ
る
。
そ
の
他
地
方
に
も
雅
樂
の
名
殘
り
が
散
見
せ
ら
れ
る
。
二
、
佛
教
昔
樂
と
し
て
の
尺
士
と
琵
琶
な
ど
尺
八
の
起
源
は
俟
及
の
縱
笛
、
セ
ビ
に
あ
る
。
此
か
ア
ラ
ビ
ヤ
に
入
つ
て
か
ら
短
く
さ
れ
九
が
未
だ
葦
で
造
ら
れ
「禮
記
」
に
葦
籥
、こ
あ
る
を
見
る
ーこ
同
時
代
す
で
に
支
那
に
入
つ
て
ゐ
た
こ
ご
が
知
ら
れ
る
。
後
ペ
ル
シ
ヤ
を
經
て
バ
ク
ト
リ
ヤ
に
來
て
、
竹
に
代
つ
て
造
ら
隆
。
(地
理
音
樂
、
門
馬
氏
蓮
)
阿
育
王
は
當
時
此
を
佛
警
樂
に
用
ひ
ん
-丶三
ル
チ
的
に
纛
化
し
、
前
四
箜
の
今
日
の
如
き
も
の
に
し
た
。
竹
管
樂
器
ご
し
て
支
那
に
傳
つ
た
の
は
漢
時
代
で
洞
簫
・こ
呼
ん
で
ゐ
る
が
、
印
度
よ
の
佛
教
音
樂
器
ぐ」
し
て
入
つ
た
の
は
、
呂
才
の
手
に
よ
り
閉
管
業
律
寺
を
里
日
瞿
尺
八
寸
に
な
し
を
渉
ら
尺
八
ε
呼
ぶ
の
で
あ
る
。
(東
洋
音
樂
概
論
、
エ
ソ
サ
イ
ク
ロ
舟
ヂ
ア
十
二
二
入
三
頁
)
奈
良
朝
に
移
入
さ
れ
た
尺
八
は
、
呂
才
の
尺
八
で
、
今
日
正
倉
院
に
保
存
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
夲
安
朝
に
な
る
ε
慈
覺
大
師
が
佛
教
用
の
唐
の
尺
八
を
傳
へ
て
ゐ
る
が
、
雅
樂
寮
で
も
叉
天
台
や
、
佛
事
で
も
餘
り
使
用
し
な
か
つ
九
の
は
、
尺
八
が
雅
樂
よ
り
,除
外
さ
れ
て
ひ
ご
よ
ぎ
り
ゐ
た
か
ら
で
あ
る
。
併
し
佛
徒
間
に
は
「
一
節
切
」
ε
し
て
鎌
倉
時
代
か
ら
行
は
れ
一
2
た
。
足
利
時
代
に
は
一
節
切
の
名
人
宗
佐
、
出
で
て
そ
の
流
れ
は
信
長
時
代
の
有
名
な
大
森
宗
薫
を
出
し
、
作
曲
、
奏
ヒ
・ド
叡
功
ケ
殘
し
虚
無
信
尺
八
に
大
影
響
を
な
し
、
尺
八
本
曲
等
の
大
成
に
迄
及
ぽ
し
、
尺
八
の
一
節
切
は
亡
び
て
し
ま
つ
た
。
こ
れ
は
一
節
切
が
古
尺
を
用
ひ
、
宋
尺
八
に
壓
せ
ら
れ
九
も
の
で
今
日
薩
摩
に
天
吹
・こ
し
て
そ
の
名
殘
り
を
止
め
て
ゐ
る
。
虚
無
信
尺
八
の
起
源
は
覺
心
が
宋
の
尺
八
を
も
つ
て
善
化
宗
を
始
め
た
に
基
因
す
る
。
琵
琶
は
ノ
ブ
ル
S
云
ふ
彈
奏
樂
器
で
ア
ラ
ビ
ヤ
に
入
り
バ
ク
ト
リ
ヤ
を
經
て
印
度
に
入
つ
た
の
で
あ
る
が
、
此
の
樂
器
は
傳
論
に
釋
奪
も
土
人
の
論
法
に
用
ひ
ら
れ
た
・こ
あ
る
位
、
佛
教
は
紳
聖
化
し
た
。
阿
育
王
時
代
に
盲
檜
間
に
行
は
れ
、
地
鼬
陀
羅
尼
經
を
呪
し
た
阿
育
王
の
王
子
倶
奈
良
太
子
は
盲
目
で
、
爲
に
地
神
經
を
修
す
る
に
琵
琶
を
以
て
せ
ら
れ
た
が
、
當
時
支
那
に
七
鬼
太
子
、
阿
唐
太
子
等
の
盲
人
が
太
子
に
つ
い
て
琵
琶
を
自
國
に
傳
へ
た
さ
う
で
あ
る
。
我
國
の
傳
來
は
欽
明
天
皇
の
御
代
、
遊
教
靈
師
な
る
日
向
の
住
人
が
、
當
時
支
那
か
ら
來
た
盲
僭
よ
の
地
神
經
、こ
そ
の
祕
曲
を
授
け
ら
れ
て
天
聽
に
逹
し
、
名
譽
を
得
た
。
仍
て
各
地
の
盲
信
は
此
の
師
に
つ
き
て
習
得
し
た
。
=
二
九
一四
〇
奈
良
時
代
に
九
州
の
盲
僭
朝
廷
に
召
さ
れ
て
、
地
神
經
を
修
し
た
。
夲
安
朝
の
初
期
、
延
暦
寺
建
立
の
際
、
同
州
よ
り
琵
琶
信
八
人
ら
を
召
さ
れ
て
、
そ
の
四
人
は
京
洛
に
止
り
、
相
坂
山
に
妙
昔
殿
を
建
て
、
満
市
は
滿
正
院
-こ
て
同
殿
地
帥
盲
僭
弟
一
代
に
成
つ
た
が
、
四
代
目
の
名
手
、
蝉
丸
に
至
つ
て
同
殿
が
荒
れ
た
の
で
志
野
尾
に
妙
昔
殿
を
移
し
て
長
く
盲
曾
琵
琶
の
中
心
.こ
な
つ
た
。
源
頼
朝
が
幕
府
を
創
む
る
や
、
そ
の
命
に
依
の
當
時
十
九
代
寳
山
檢
校
は
鹿
兒
島
の
島
津
家
初
租
、
忠
久
公
に
從
つ
て
薩
摩
に
下
つ
た
。
此
れ
が
薩
摩
琵
琶
の
祗
で
あ
る
。
檢
校
は
全
國
伊
作
郷
に
あ
つ
て
他
の
豪
族
、
小
貳
、
大
友
、
菊
池
の
所
領
に
入
の
安
穩
所
薦
を
な
し
て
琵
琶
傳
道
を
し
た
。
筑
前
琵
琶
も
こ
の
傳
道
行
脚
に
由
來
す
る
も
の
で
あ
る
。
別
に
京
師
に
は
鎌
倉
時
代
か
ら
罕
家
琵
琶
な
る
も
の
が
起
つ
た
。
即
ち
周
知
の
如
く
後
鳥
勿
天
皇
の
御
代
、
信
濃
前
司
行
長
が
出
家
し
て
、
卒
家
物
語
を
作
つ
た
。
叡
山
の
性
佛
が
此
を
習
つ
た
の
が
此
家
の
始
め
で
あ
る
。
性
佛
よ
り
如
一
檢
校
を
經
て
覺
一
の
鷭
潔
-こ
城
方
な
る
城
一
の
二
派
に
分
れ
た
。
從
來
、
性
佛
は
琵
琶
に
依
ら
す
、
扇
子
叉
は
手
柏
子
で
只
歌
詞
の
み
の
琵
琶
で
あ
つ
た
ーこ
す
る
は
.
誤
り
で
あ
る
。
何
故
な
ら
當
時
天
台
聲
明
は
該
家
琵
琶
-こ
同
じ
や
う
な
節
で
件
奏
-こ
し
て
該
樂
器
を
使
つ
て
ゐ
た
か
ら
、
そ
の
天
台
の
自・
信
で
あ
る
彼
の
舞
奏
樂
器
諡
某
可
な
い
、丶)
考
へ
る
。
併
し
此
の
琵
琶
躄
梨
、
戰
國
時
代
迄
盛
ん
で
あ
つ
た
の
み
。
(
饕
和
瞰
講
)
此
の
音
樂
は
引
句
、こ
語
旬
よ
り
經
皿
ハ1616
謠
に
好
適
し
て
ゐ
る
。
併
し
天
音
樂
の
三
昧
線
「
蛇
皮
線
」
が
後
世
こ
れ
に
代
り
、
衰
亡
の
跡
を
今
日
見
る
の
で
あ
る
。
そ
の
他
、
祕
樂
は
夲
安
中
期
迄
は
貴
族
肚
曾
の
遊
樂
、こ
結
び
燕
享
樂
的
の
舞
樂
な
り
し
が
、
當
末
期
よ
り
鎌
倉
時
代
に
か
け
て
、
佛
教
の
奨
異
に
佛
教
の
藁
行
事
ド結
び
爨
、
延
年
舞
(驪
騨
最
)
等
譬
行
は
れ
田
樂
法
師
な
る
遯
翻
蓴
門
裟
は
れ
て
麥
三
、
能
樂
足
利
時
代
の
昔
樂
は
能
樂
で
め
る
。
此
の
樂
は
新
井
白
石
は
元
の
雜
劇
よ
り
來
た
も
の
で
あ
る
ーこ
し
、
國
文
學
者
は
口
を
揃
へ
て
猿
樂
の
篷
ξ
固
摯
る
異
に
正
襲
失
し
て
ゐ
る
。
(畢
氏
に
よ
る
ーこ
當
時
の
文
化
中
心
は
信
侶
で
あ
り
、
彼
等
を
は
な
れ
て
何
物
ξ
考
へ
得
な
い
ーこ
云
つ
て
ゐ
る
。
即
ち
僣
侶
の
中
に
は
當
時
元
に
游
ぶ
者
多
く
、
そ
の
雜
劇
を
形
式
的
に
暗
示
し
て
、
鎌
倉
隊
代
の
猿
樂
、
田
樂
を
改
造
し
た
る
も
の
で
あ
る
。
即
ち
彼
等
は
能
樂
を
來
る
可
き
國
民
昔
樂
確
立
の
過
渡
期
の
所
産
ε
し
て
そ
の
内
容
を
日
本
傳
燈
に
求
め
て
そ
の
旋
律
に
於
て
も
我
國
聲
明
講
式
、
叉
は
そ
れ
よ
り
派
生
さ
れ
た
も
の
・
繼
承
で
あ
り
、
叉
件
奏
樂
器
も
當
時
我
國
に
勢
力
の
あ
つ
た
笛
、
太
鼓
の
正
で
あ
り
、
能
樂
の
大
成
は
實
に
僭
侶
の
手
に
依
つ
た
の
で
あ
つ
た
。
猿
樂
-こ
は
李
安
朝
時
代
の
滑
稽
技
で
あ
り
、
後
世
.の
狂
言
の
素
地
で
あ
り
、
主
に
瀞
瓧
に
行
は
れ
た
。
千
當
時
可
な
り
發
逑
し
て
ゐ
た
劇
的
な
猿
樂
の
能
が
、
文
化
中
心
の
佛
教
思
想
や
信
侶
・こ
天
才
斯
道
作
家
ぐ」
相
寄
り
、
以
て
能
樂
を
育
て
上
げ
た
る
も
の
で
あ
る
。
作
家
-こ
し
て
の
秀
才
は
奈
良
、
結
城
座
の
觀
阿
彌
清
次
、
そ
の
子
世
阿
彌
元
清
で
將
軍
よ
り
召
さ
れ
、
京
都
に
能
樂
を
大
成
し
た
。
此
れ
觀
世
流
で
あ
る
。
亦
、
外
山
座
の
保
生
、
圓
滿
位
座
の
今
春
、
坂
戸
座
の
金
剛
、
此
等
を
四
座
大
夫
芝
稱
し
た
。
秀
吉
時
代
金
剛
よ
り
豈
"多
流
を
汲
し
て
現
今
は
五
流
で
あ
る
。
能
樂
は
史
的
事
實
、
傳
読
、
佛
教
上
の
靈
、
因
果
の
法
を
、
佛
教
時
代
思
想
を
以
て
織
り
な
し
て
ゐ
る
も
の
で
併
し
徳
川
時
代
に
武
家
式
樂
、こ
し
て
勢
力
を
上
流
階
級
に
保
つ
た
。
能
樂
の
他
足
利
時
代
か
ら
読
教
祭
文
が
起
り
、
祭
文
・こ
は
山
伏
が
錫
杖
を
振
り
つ
・
、
佛
教
思
想
等
を
講
費
式
に
歌
ひ
つ
・
往
來
を
流
し
歩
く
も
の
で
後
世
の
阿
房
陀
羅
經
の
源
で
あ
る
。
而
し
て
諡
教
祭
文
は
明
治
時
代
の
浪
花
節
の
起
源
で
あ
る
。
一
四
一
一
四
二
四
、
三
絃
淨
瑠
璃
及
び
そ
の
他
復
雜
な
系
鵜
を
綜
合
せ
ん
、こ
し
た
流
れ
に
亦
、
偉
大
な
蒙
古
音
樂
の
影
響
は
實
に
我
昔
樂
界
を
局
限
せ
し
め
る
所
を
知
ら
な
い
が
徳
川
三
百
年
の
治
世
上
、
宗
教
上
、
地
理
上
の
關
係
は
於
て
鎖
國
的
で
は
あ
る
が
併
し
當
然
歸
趣
す
可
き
國
民
音
樂
の
確
立
を
見
た
。
そ
の
著
し
い
頃
向
は
三
昧
線
昔
樂
の
歌
劇
化
で
あ
る
。
だ
が
此
等
の
思
想
も
や
は
の
佛
教
的
で
あ
つ
た
。
吾
人
は
此
處
に
そ
の
思
想
内
容
及
び
曲
容
に
及
す
こ
.こ
は
必
要
で
あ
る
が
長
く
な
る
か
ら
略
し
て
大
要
を
示
し
て
本
稿
を
終
ろ
。
扨
て
徳
川
家
康
の
頃
、
肓
人
澤
任
は
三
昧
線
を
以
て
夲
家
琵
琶
に
代
へ
て
語
り
物
を
作
り
始
め
た
。
當
濤
論
經
小
唄
の
一
部
に
淨
瑠
璃
な
る
あ
り
、
澤
任
は
此
を
改
作
し
て
三
絃
淨
瑠
璃
を
基
礎
付
け
た
。
弟
子
目
貫
屋
長
三
郎
は
淨
瑠
璃
人
形
を
造
り
、
叉
同
門
人
薩
摩
淨
雲
は
、
縁
起
も
の
・
佛
教
よ
り
脱
し
た
頃
向
を
取
り
人
情
の
機
微
に
應
じ
て
曹
及
し
た
な
うご
、
金
李
節
、
外
記
節
、
大
薩
摩
節
、
肥
前
節
、
牟
太
夫
節
、
河
東
節
な
,ご
江
戸
初
期
よ
り
中
期
に
起
つ
た
。
淨
雲
の
門
下
虎
屋
源
太
夫
は
江
戸
を
去
り
京
都
に
來
り
、
そ
の
流
れ
か
ら
竹
本
義
太
夫
の
義
太
夫
節
、
都
太
夫
の
一
中
飭
、
宇
治
賀
々
樣
の
宇
治
節
等
々
。
か
く
し
て
義
太
夫
は
賀
々
様
ダ
播
磨
樣
の
缺
陷
を
除
き
、
文
豪
近
松
門
左
衛
門
や
、
人
形
遣
の
名
人
吉
田
三
郎
兵
衛
、
辰
松
八
郎
兵
衛
こ
共
に
淨
瑠
璃
界
の
王
座
を
占
め
、
や
が
て
天
下
を
風
靡
す
る
ーこ
共
に
、
大
阪
に
竹
本
、
豊
竹
兩
座
の
封
抗
を
見
る
に
至
つ
た
。
併
し
此
等
の
歌
劇
の
中
心
も
明
和
年
間
に
は
江
戸
に
去
つ
た
。
上
掲
の
一
中
節
は
、
只
語
り
の
み
で
そ
の
情
諏
舊
都
に
適
し
て
國
太
夫
節
、
豊
後
節
・こ
し
て
江
戸
に
入
つ
た
。
又
咽
部
分
は
大
阪
に
行
つ
て
繁
太
夫
節
、こ
稱
ゼ
ら
れ
た
。
豊
後
節
は
常
碆
津
文
字
太
夫
に
よ
り
常
磐
津
-こ
し
て
節
樂
に
重
き
を
お
い
た
。
獪
他
に
江
戸
に
は
富
士
松
節
、
新
内
節
、
富
本
節
か
ら
清
元
節
等
が
あ
つ
仁
。
上
述
の
三
都
の
淨
瑠
璃
は
そ
の
文
學
、
普
樂
の
内
容
は
蓋
し
佛
教
の
そ
れ
等
か
ら
の
轉
化
で
あ
る
は
論
を
俟
た
な
い
。
.此
の
外
、
諡
教
節
、
俗
化
和
讃
、
歌
念
佛
、
浪
花
節
、
源
氏
節
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
夲
安
時
代
の
佛
事
供
養
の
上
席
論
經
が
俗
人
に
無
興
味
で
あ
る
か
ら
卒
安
以
後
は
鉦
古
を
叩
き
、
和
讃
以
て
因
果
を
説
き
、
足
利
時
代
に
は
合
力
ε
て
俗
耳
に
媚
び
た
読
經
節
・こ
な
り
足
利
時
代
ま
で
の
不
安
定
の
折
、
因
果
應
報
や
、
寺
の
縁
起
等
を
語
つ
た
。
淨
瑠
璃
の
起
源
は
此
處
に
あ
る
の
で
あ
る
。
三
昧
線
の
普
及
に
つ
れ
て
、
論
教
節
を
諡
教
淨
瑠
璃
、こ
呼
ば
れ
、
回
時
、
京
都
に
日
暮
太
夫
、
同
八
太
夫
及
び
江
戸
に
天
満
八
太
夫
、
武
藏
權
太
夫
等
が
あ
つ
て
流
行
し
た
が
純
粹
の
三
絃
淨
瑠
璃
に
は
對
抗
し
難
く
、
此
等
は
田
曽
落
ち
し
て
、
瘍
末
の
祭
文
、こ
結
合
し
て
論
經
祭
文
、こ
な
つ
た
。
此
の
流
浪
的
な
地
的
産
物
・こ
し
て
大
阪
に
浪
速
節
、
東
京
の
チ
ヨ
ジ
ガ
レ
節
ε
餘
波
は
實
に
日
本
全
國
に
及
ん
で
ゐ
る
。
源
氏
節
も
同
樣
に
變
化
し
砦
の
で
あ
る
。
(
日
本
音
樂
概
論
參
照
、
田
擾
爾
雄
)
四
、
佛
教
暑
樂
確
立
へ
佛
教
史
-こ
そ
の
音
樂
史
の
蓮
命
は
何
時
も
共
に
せ
る
は
勿
論
で
あ
る
。
徳
川
時
代
に
佛
教
開
發
に
餘
地
が
な
く
な
つ
た
樣
に
、
佛
教
昔
樂
も
國
民
音
樂
確
立
か
ら
却
つ
て
斯
音
樂
に
依
馮
せ
ね
ば
な
ら
な
い
破
目
に
お
ち
入
つ
た
。
菩
人
は
そ
の
大
な
る
叉
奪
き
音
樂
史
を
繙
く
毎
に
、
原
因
の
奈
邊
に
あ
る
か
を
知
り
た
い
の
で
あ
る
。
畢
竟
そ
れ
等
は
迂
遠
化
し
て
時
代
の
要
求
に
應
じ
な
い
の
で
あ
る
。
現
歌
維
持
の
未
技
音
樂
は
よ
り
よ
き
現
代
樂
潮
の
清
洋
、こ
比
肩
す
る
こ
,こ
が
出
來
や
う
か
。
近
時
此
等
の
點
に
覺
醒
し
た
人
が
往
時
を
偲
　
ぶ
矛
盾
ご
た
・
か
つ
て
、
或
ひ
は
聲
明
家
が
そ
の
音
階
を
一
致
し
な
い
洋
譜
に
未
技
を
移
し
て
見
た
り
、
舞
樂
が
洋
踊
形
式
を
取
り
入
れ
た
り
し
て
却
つ
て
そ
の
本
質
を
汚
し
て
ゐ
る
け
れ
さ
も
、
此
の
苦
圦
を
超
え
る
所
に
佛
教
昔
樂
の
確
立
が
あ
る
の
で
あ
ら
ふ
。
併
し
宗
教
で
あ
り
音
樂
で
あ
o
佛
教
音
樂
を
考
究
し
な
い
で
、
洋
樂
の
な
ま
じ
か
さ
で
時
代
の
要
求
に
應
じ
た
普
樂
な
さ
ε
考
へ
る
な
ら
ば
肉四
三
一
四
四
愚
の
至
り
で
あ
る
。
何
故
な
ら
民
衆
の
叫
び
は
佛
教
教
理
は
牽
張
附
曾
論
的
の
現
代
的
解
釋
を
施
し
た
り
、
佛
教
の
吾
樂
を
な
ま
じ
か
す
る
な
ら
彼
等
の
信
仰
は
純
粹
の
そ
れ
等
を
有
す
る
宗
教
に
走
る
で
あ
ら
ふ
か
ら
。
五冂等
が
洋
樂
を
取
り
入
れ
ん
,こ
す
る
0
は
、
ぞ
の
長
所
を
如
何
に
佛
教
音
樂
確
立
に
利
用
す
る
可
き
か
で
あ
る
。
此
處
に
頑
迷
の
傳
燈
聲
明
家
を
葬
る
、こ
淨
薄
の
洋
樂
盲
信
者
に
鐵
槌
を
下
す
こ
・こ
で
あ
る
。
即
ち
佛
教
は
佛
教
で
生
き
得
た
で
あ
ら
ふ
や
う
に
、
生
き
得
る
で
あ
ら
ふ
が
、
他
を
利
用
す
べ
き
こ
ーこ
を
忘
れ
て
は
な
ら
ぬ
。
之
佛
教
音
樂
の
確
立
へ
の
道
程
な
の
で
あ
る
。
吾
等
は
佛
教
を
弘
通
し
、
わ
が
文
化
史
を
飾
り
得
九
で
あ
ら
ふ
そ
の
音
樂
を
、
研
究
理
解
し
、
明
確
に
批
判
し
て
そ
の
確
立
へ
忙
が
う
で
は
な
い
か
。
(
一
九
三
一
・九
・
完
)
